
いきいき東海 
（全国いきいき公衆衛生の会東海支部） 

サテライト集会 
 

                       会場 1階小会議室 
                       時間 15:30～17:20 

 

テーマ：「住民の心に響く保健活動を目指して」 
 
 
    世話人  加藤 恵子 （あいち小児保健医療総合センター） 
         犬塚 君雄 （岡崎市保健所） 
  

 15：30 開会あいさつ・サマーセミナーin沖縄の報告（犬塚君雄） 

 15：40 第Ⅰ部 学ぼう!! 「多様な住民を理解した保健活動の大切さ～ 

  AIDS予防を例にして～」 

      講師：名古屋市立大学大学院看護学研究科・感染疫学 市川誠一教授 

 16：20 第Ⅱ部 語ろう!! 「住民の心に響く保健活動を目指して」 

      司会：東海市企画部企画政策課 統括主幹 後藤文枝 

      キーワード：多様性、関係性、コミュニティ 

 17：00 第Ⅲ部 見つけよう!! 「アセットモデルによる健康増進計画」  

講師：浜松医科大学健康社会医学講座 尾島俊之教授 

 17：20 閉会 

 
 18：30 情報交換会（岐阜駅周辺） 



テーマ：「住民の心に響く保健活動を目指して」 

ねらい 

笛吹けど踊らず、あるいは旗を振っても誰もついて来ないといった、地域保健活動の手

詰まり感を解消したい。がん検診の受診率の低迷然り、児童虐待件数の増加然り、自殺件

数の増加然りである。知恵を絞り、手を尽くしてもこれら重要課題に解決の兆しが見えな

い。どうしたら住民の具体的な行動に結びつくか、住民の心に響く保健活動が展開できる

か、普段従事する分野から少し距離を置いて議論したい。 

 

学ぼう!!「多様な住民を理解した保健活動の大切さ～AIDS 予防を例にして～」 

    市川 誠一（名古屋市立大学大学院看護学研究科・感染疫学） 

 

厚生労働省エイズ動向委員会によれば、わが国では HIV 感染者/AIDS 患者の報告例は
増加が続いている。2008 年の報告では HIV 感染者の 69.2%、AIDS 患者の 43.9%を男性
同性間性的接触による感染が占めており、東京では 1996年頃から、大阪では 1998年頃か
ら、愛知では 2001 年頃から増加が見られ、最近では他の地域でも増加の兆しにある。ま
た、HIV検査を受検したMSM(Men who have Sex with Men)における陽性率は、近畿地
域では 2000年-2002年の調査で 3%前後、2004年-2006年の調査で 3.9%～4.7%、東海地
域では 2001年から実施しているMSM対象の HIV検査会で 1.2%-4.7%である。東海地域
では、HIV 感染者報告数は 2007 年から減少しているが、発症してから感染を知る AIDS
患者の発生は減少しておらず、早期検査の普及が十分でないことが考えられる。このよう

な状況から、地域における同性愛者への予防啓発、HIV陽性者への医療や支援を促進する
体制づくりが求められている。 

HIV 感染が男性同性間で流行している背景には、1）HIV 感染の情報提供が異性間（男
女間）に比べて少ない、2）性的な悩みも異性間の視点でとらえられがちで同性指向につ
いての相談がしにくいなどが考えられ、多様な住民に対応した支援が望まれている。 

 

見つけよう!! 「アセットモデルによる健康増進計画」 

                    尾島 俊之（浜松医科大学健康社会医学講座） 
 
 健康増進計画の策定や見直しをする時に、まず、住民へのアンケート調査を行って、地

域の課題や特性を明らかにするということが通常行われてきました。ニーズが明らかにな

った時に、以前の財政に余裕があった時代には、その分野に予算をしっかりとつけてサー

ビスを充実させるということができました。一方で、最近の緊縮財政の中では、ニーズが

明らかになったとしても、新規の事業を立ち上げることは困難で、結局、計画書を作った

だけで、その後は特別なことは何もできないということになりがちです。 
 アセットモデルとは、このような地域の課題や悪い点を明らかにしようというニーズモ



デルとは反対に、地域の資源や良い点を見つけることから始めようという手法です。まず

は、地域で元気に活動している個人、グループ、機関などを見つけます。そしてそれらの

活動を広く紹介して活性化したり、活動している人々同士をつないだりすることによって、

新たな取り組みの種を蒔こうというものです。 
 静岡県松崎町では、健康増進計画の見直しに当たって、このアセットモデルの考え方を

取り入れながら進めています。その例をご紹介しながら、アセットモデルによる健康増進

計画について考えてみたいと思います。 

 

いきいき東海について 

     世話人代表        加藤 恵子（あいち小児保健医療総合センター） 
     メーリングリスト世話人  犬塚 君雄（岡崎市保健所） 
 
 全国いきいき公衆衛生の会は、全国の公衆衛生従事者がいきいきとした公衆衛生活動を

推進させ、人々の健康づくりと公衆衛生の発展に寄与することを目的に、全国の保健所や

市町村職員等が参加して、昭和 63 年に発足した会です。以来、毎年、サマーセミナー、
日本公衆衛生学会での自由集会、メーリングリスト及び会報での情報交換を行っていて、

現在の会員数は約 500 人です。今年のサマーセミナーは、「ちゅうばーセミナー復活版」
というテーマで、7月 3日(土)～4日(日)に、沖縄県那覇市で開催されています。また、日
本公衆衛生学会自由集会は 10 月 27 日(水)に東京国際フォーラムで開催予定です。詳しく
は、全国いきいき公衆衛生の会ホームページ http://homepage3.nifty.com/iki-iki/ をご
覧ください。 
 いきいき東海は、平成 14 年に名古屋市でサマーセミナーが開催されたことを機に発足
しました。以来、年１～２回の勉強会とメーリングリストでの情報交換を行っています。

いきいき東海メーリングリストへの参加ご希望の方は、yfz7o94c@na.commufa.jp 宛に、
お名前、ご所属、メールアドレスをお知らせ下さい。メールのタイトルに「メーリングリ

スト参加申込」とお書き下さい。 
 全国いきいき公衆衛生の会及びいきいき東海への大勢の参加をお待

ちしています。なお、今回のサテライト集会及び情報交換会は、入会

頂かなくても、どなたでもご参加頂けます。 
 
情報交換会 

 サテライト集会終了後の 18:30～20:30（予定）に、場所を移して情報交換会を行います。
仲間同士のネットワークを広げて、悩みや経験談を交換し合いましょう。参加費 5000 円
を予定しています（ワークショップのみの参加は無料です）。 
 参加ご希望の方は、7月 20日までに yfz7o94c@na.commufa.jp 宛に、お名前、ご所属
をお知らせ下さい。メールのタイトルに「情報交換会参加申込」とお書き下さい。 
                     世話人  犬塚 君雄 （岡崎市保健所） 


